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終戦前滞日ドイツ人の体験（3）  
「終戦前滞日ドイツ人メモワール聞取り調査」  














2 Kurt Meissner：PeutscheinJapan1639－1960（”Mitteilungen“der deutschen   
GesellschaJft ftir Natur－ und V61kerkunde Ostasiens，Supplementband XXVI），   
Tokyo／Hamburg（OttoHarrassowitz，Wiesbaden）1961，3頁  
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年12月）の影響を受け1942年に日本に渡って来た。   
同様の経緯で1943年に天津から神戸にやって来たティーデマン夫妻は戦後も  
本国に送還されることなく，友人と会社をつくり1959年まで日本で暮らした。  





薬品コンツェルン，バイア⊥社に秘書の職を得て1942年まで東京で働き，その   
102   
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暮らしている。   
グリム夫人とリーネルト夫人はともに，レーヴュダック氏と同様，ビジネス  
マンを父親として日本で生まれた。彼女たちの証言には，子供の目の高さで見  









3 前掲脊70貨  
4 Deutsche Gesellschaft ftlr NaturL und V61kerkunde Ostasiens  
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5 前掲書58頁   
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た。もっとも，それが到着したのかどうか，私は知り′ません。   
そのほか，私たちは日本の配給も受けました。一人あたり600グラムの米か  
パンでした。ですから不平を言うことはできませんでした。私たちは飢えな   
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かったのです。   
まだ東京で仕事をしていたとき，私は皇居が見えるアパートを借りていたの  
ですが，毎朝6時に皇居から聞こえてくる衛兵のラッパの音で起こされまし  
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所といくつか寝室のある左の部分に滞在することができました。その頃はまだ   
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をあとで知り合いの日本人医師のところへ行かせました。   
話を戦争にもどしましょう。戦争末期にはすべての物資が乏しくなっていま  
した。  
衣服を手に入れることも問題でした。私は上海にいた1940年に，ウィーンか   
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な暮らしをしていて「何デモアリ」でした。   
北京からそれほど遠くない天津で，私は1935年から1939年までジームセン  
＆COの輸出部の部長をしていました。当初自分が売るべきものについて何も   
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あり，実に多様でした。   
私の上司，ヴュルナー・ヤニングスは，本にも載っているような企業家であ  
り，無鉄砲な男でしたが，圧延機や鉄道資材や武器の販売は差し控えていまし  
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参事官のヘルフェリヒは東京での交渉で，シベ リア経由でドイツへ麻を送る許  
可を取りつけました。その間に，独露戦争が勃発し，ロシアに侵攻したドイツ  
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た。予防接種済みの証明書を売るために，ある中国人は何度も接種を受け，と  







もっている（私のこと）。コレンスの方をお取りなさい」というのが答えでし   
た。   
最初は親中国，反日本だった私の考えは，満州での3年間で変わりました。  
すでに，周囲の世界が根本的に変わっていましたし，その間に私は多数の日本  











線で連絡を取り，日本の戦争内閣のなかに密偵をもち，ドイツ大使館がベルリ   
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6 当時在日ドイツ大便革員だったクラブフ氏の証言によれば，ゾルゲが大使館で手に   
入れていた情報は戦況を左右するほどものではなかった。『文化論集第16号』   
154－155頁参照。  
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（聞き取りは1995年7月27日にトウツイングTuzingで行なわれた）   
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3．カローラ・ティーデマン夫人の体験  
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7 たとえば，レーヴュダック氏ヤフオル氏の証言（6頁および32頁）によれば，ドイ   
ツ大使館を通じてドイツ人にも配給が行なわれていた。ドイツ人社会には加えて   
「療別配給」もあったはずであり，ティーデマン夫人がなぜそれに言及していない  
のかは不明。   
120   
終戦前滞日ドイツ人の体験（3）  121  
係が深まらなかったのは本当に残念です。ことばの問題もありましたし，女性  





















8 ErwinWickert：”MutundUbermut“1991，Stuttgart（『戦時下のドイツ大使館』佐藤   
眞知子訳，中央公論社，1998年）など日本に関する著書がある。ドイツ作家協会会   
長（1994年～）。  
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は，戦争で何が起きているのかまったく知りませんでした。広島に原爆が投下  














き延びてはいなかったでしょう。   
ドイツとは違って，防空地下室はありませんでした。地面を掘り，木で蓋を  
した穴しかありませんでした。東京の家の前にはそのような穴しかありません  





とを日本人が理解するのには時間がかかりました。   
終戟後，夫と私は9ケ月間軽井沢で一緒に暮らしました。私たちの身に何が   
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（聞き取りは1995年3月23日にハンブルクで行なわれた）   
4．カロリーネ・シュテユーベル夫人の体験  
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まったく違うことを聞かれたのかもしれません。つまり質問を取り違えて答え   
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になりました。   
私は神社仏閣用のスタンプ帳ももっていました。寺や神社に行くとこれを渡  
し，絵で飾られたりしている美しいスタンプを押してもらいました。今とは  
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カーのあるグループが私たちのことを話しているのを聞いて突然笑い出しまし   
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た。  （聞き取りは1995年5月11日にボンで行なわれた）   
5．ルドルフ・フォル氏の体験  




たいとはまったく思っていなかったのです。1936年に反ナチだった私は南アフ   
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らず，みんな暑さのためにステテコ姿で歩き回っていたのです。   
私はドイツ大使館に届を出さなければなりませんでしたが，ベルリンにいた  
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の教員の月給が40円でしたが，私は週3日で300円の初任給をもらいました。   
一番の支出はアパートの家賃で，小さな一軒家より高い60円でした。私は築  
地ビルディングに住んでいました。この建物は今でもありますが，後に  
〈Overseas Chinese Building〉と呼ばれるようになりました。当時は真新し  
く，梁の高さは1．8メートルありました。たいていの日本人は1．6メートルぐら  
いの身長しかありませんでしたが，この家のなかでは私でも楽に動くことがで  












ントに引きずられていきました。当時の写真撮影に対する神経過敏はこんな具   
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9 1頁参照  
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も食料を渡さなければなりませんでした。   
アルコールは買えませんでした。肉は缶詰だけがありました。新鮮な肉はほ  
とんど見ませんでした。肉は大陸から輸入されていたものだと思います。中国  
人は満州で演じられた茶番劇によって踏みにじられても生産は続けていたから   
です。中国・日本間の貿易は朝鮮の釜山を経由して行なわれていました。この  
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人は封鎖破り船で喜望峰を経由してシンガポールまで来て，そこからは援護作  
戟に守られて来ました。彼らが日本で買うべきものは何もありませんでした。  




















10 21頁注8参照。   
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ことはありませんでした。鐘やその他のものも同様でした。戦争はひどいもの  























このような穏やかな逮捕であればいいと思います。彼らは私に目隠しをしまし   
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事実そうなりました。幸い私たちは命からがら逃れたのです。   
その後，私たちはすっかり空になっていた上智大学に身を寄せました。家具  
すらもうありませんでした。そこで暮らすことはほとんど不可能でした。私た  
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た。   
戦後私は赤十字をとおして両親について個人的な情報を受け取りました。ほ  
かにはドイツとのつながりはありませんでした。私は短波ラジオを聞きません  
















11蘭印婦人のこと。43頁およびF文化論集第16号』138頁，140－141頁，175頁参照。   
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Irmgard Grimm：1923年，神戸生まれ。1923年から1925年まで神戸に住  
む。1925年から1945年8月1日まで東京の大森に，その後1947年2月17  
日のアメリカの部隊輸送船「マリン・ジャンパー」による本国送還まで  
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になり，私たちはドイツ学園があった大森に転居しました。   
4歳頃まで私は日本人の子供たちと通りで進んでいましたから，日本語もよ  
くできました。もちろん子守や賄いの女性とも私は日本語で話していました。  





12 BadischeAnilin－undSodafabrik（総合化学製造会社）  
13IG－Farben（ドイツ最大の化学工業コンツェルン。1925年創立，第2次大戦後に解   
体）   
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れで私たち4人の生徒は1942年に大森で最初の大学人学資格試験学年になりま   
した。  
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ようです。   
ドイツ学園が1939年に学年を延長したときに，私たちはまたそこにもどり，  






14 DeutscheJugendJapans（日本・ドイツ青少年団）   
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れてしまいましたが，この学校で初めて，女が品の悪い話し方をするのはどれ  





















になるかいつも知っていました。   
私にとってたいへん面白かったのは，一番仲の良かった友だちのヘラのとこ  
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文化論集第17号  144   
ろに行くことでした。彼女の母親は日本人で，家は私のところとはまったく  
違っていました。ヘラの家族は日本家屋に住んでいて，たとえば靴を脱がなけ  
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取りに来なかったために余っていたのです。私たちは，誰かに返せと言われな  






















ました。これでたいへん強い団結が生まれました。   
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はありませんでした。彼らはアメリカン・スクールへ通い，危険を回避してい   









いて，とくにべートーベンに人気がありました。   
私の家では〈Die Woche〉誌をとっていました。両親はほかにイギ1）スの  
〈Advertiser〉 も読んでいました。〈Advertiser〉はかなり長くもちこたえてい  
ました。その後，私たちはドイツから〈Deutscher Dienst〉も取り寄せました  
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たりしていました。   
広島について最初は何も聞きませんでした。ひそかに敵の放送を聴いていた  
人が何人かいて，数日後にようやく噂が広がりました。私たちは，とても激し  
い空襲があって恐ろしく多くの死者が出たということしか知りませんでした。   
戦争終結の天皇のことばを私たちは東京で聞きました。鉄道で大森から中心   
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（聞き取りは1995年2月15日にフランクフルト・アム・マインで行われた）   
7．ウルズラ・リーネルト夫人の体験  
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いました。   
幼い頃，弟と私は日本人の子どもたちとよく遊びました。その後はまったく  
一緒に遊ばなくなりました。彼らが学校で忙しくなったからです。1944年に鎌  
倉に移ったとき，私たちは，そこでも日本人の子どもたちと遊べるだろうと考   
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えていました。しかし，日本側から見るとそれはあまり好ましくないようでし  





こんだ西洋人を面白がっていました。   
私はこうして大きくなったので，まず日本語を覚え，それからドイツ語を覚  
えました。しかし，1944年から日本人とのコンタクトは著しく減りました。そ  
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仏が壮麗だったからです。   
よく海岸も歩きました。雷雨があると私たちはいつも，海面の発光が見られ  
るのではないかと海の方を眺めていました。私たちは，海から八幡宮へと続く  















しかし，私たちはそれを気取りのように感じていました。   
医療についても問題はありませんでした。ドイツ人の医者たちがいて，たと   
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見ました。日本にいたときにはこの映画を知りませんでした。   
アメリカ人との関係は良好でした。アメリカ人とは私たちはすでに鎌倉でよ  
く理解し合っていました。彼らは，私の両親に招待され，やっと営舎から出て  
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